




○種類株式の配当の状況
普通株式と権利関係の異なる種類株式に係る1株当たり配当金の内訳は以下のとおりであります。
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１．当中間決算の連結業績等に関する定性的情報

（１）連結経営成績に関する定性的情報

　　　当中間連結会計期間の連結経営成績につきましては、以下のとおりとなりました。

　　　経常収益は、貸出金利息及び有価証券関係損益の増加等により、前中間連結会計期間に比べ

　　７億92百万円増加して101億31百万円となりました。

　　　経常費用は、営業経費及び与信関係費用の減少等により、前中間連結会計期間に比べ１億97

　　百万円減少して72億10百万円となりました。

　　　この結果、当中間連結会計期間の経常利益は、前中間連結会計期間に比べ９億88百万円増加

　　して29億20百万円となり、親会社株主に帰属する中間純利益は、前中間連結会計期間に比べ、

　　５億50百万円増加して17億67百万円となりました。

（２）連結財政状態に関する定性的情報

　　　当中間連結会計期間の連結財政状態につきましては、以下のとおりとなりました。

　　　総資産は、前連結会計年度末に比べ73億19百万円増加して7,642億91百万円となりました。

　　　預金は、個人預金の増加等により、前連結会計年度末に比べ75億25百万円増加して7,084億

　　29百万円となりました。

　　　貸出金は、中小企業貸出や個人ローン等を中心に増強を図った結果、前連結会計年度末に比べ

　　46億６百万円増加して5,633億17百万円となりました。

　　　有価証券は、前連結会計年度末に比べ60億95百万円減少して994億86百万円となりました。

（３）連結業績予想に関する定性的情報

　　　平成27年５月12日に公表しました業績予想に変更はありません。

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当中間期における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）

　　　該当事項はありません。

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

 　（会計方針の変更）

　 （「企業結合に関する会計基準」等の適用）

　　　「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日。以下、「企業結合

　　会計基準」という。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成25年９

　　月13日。以下、「連結会計基準」という。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基

　　準第７号　平成25年９月13日。以下、「事業分離等会計基準」という。）等を、当中間連結会計

　　期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当行の持分変動による差額を資本剰

　　余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上する方法

　　に変更しております。また、当中間連結会計期間の期首以後実施される企業結合については、暫

　　定的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する中間連結会計期間

　　の中間連結財務諸表に反映させる方法に変更いたします。加えて、中間純利益等の表示の変更及

　　び少数株主持分から非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映さ

　　せるため、前中間連結会計期間及び前連結会計年度については、中間連結財務諸表及び連結財務

　　諸表の組替えを行っております。

　　　企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項（４）、連結会計基準第

　　44－５項（４）及び事業分離等会計基準第57－４項（４）に定める経過的な取扱いに従っており、

　　当中間連結会計期間の期首時点から将来にわたって適用しております。

　　　なお、当中間連結会計期間において、損益に与える影響はありません。
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（４）継続企業の前提に関する注記

　　　該当事項はありません。
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（３）中間株主資本等変動計算書

前中間会計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日)

(単位：百万円)

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

資本準備金
その他資本

剰余金
資本剰余金合計 利益準備金

その他利益

剰余金 利益剰余金合計

繰越利益剰余金

当期首残高 16,601 7,500 1,403 8,903 452 6,455 6,908

会計方針の変更による

累積的影響額
124 124

会計方針の変更を反映した

当期首残高
16,601 7,500 1,403 8,903 452 6,579 7,032

当中間期変動額

剰余金の配当 △654 △654

中間純利益 1,190 1,190

利益準備金の積立 130 △130 ―

自己株式の取得

土地再評価差額金の取崩 1 1

株主資本以外の項目の

当中間期変動額（純額）

当中間期変動額合計 ― ― ― ― 130 406 537

当中間期末残高 16,601 7,500 1,403 8,903 583 6,986 7,569

株主資本 評価・換算差額等

純資産合計
自己株式 株主資本合計

その他有価証券

評価差額金

土地再評価

差額金

評価・換算

差額等合計

当期首残高 △140 32,273 3,737 2,880 6,617 38,890

会計方針の変更による

累積的影響額
124 124

会計方針の変更を反映した

当期首残高
△140 32,397 3,737 2,880 6,617 39,015

当中間期変動額

剰余金の配当 △654 △654

中間純利益 1,190 1,190

利益準備金の積立 ― ―

自己株式の取得 △1 △1 △1

土地再評価差額金の取崩 1 1

株主資本以外の項目の

当中間期変動額（純額）
1,122 △1 1,121 1,121

当中間期変動額合計 △1 535 1,122 △1 1,121 1,656

当中間期末残高 △141 32,933 4,860 2,878 7,738 40,671
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当中間会計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日)

(単位：百万円)

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

資本準備金
その他資本

剰余金
資本剰余金合計 利益準備金

その他利益

剰余金 利益剰余金合計

繰越利益剰余金

当期首残高 16,601 7,500 1,403 8,903 583 8,526 9,109

当中間期変動額

剰余金の配当 △608 △608

中間純利益 1,734 1,734

利益準備金の積立 121 △121 ―

自己株式の取得

土地再評価差額金の取崩 21 21

株主資本以外の項目の

当中間期変動額（純額）

当中間期変動額合計 － － － － 121 1,025 1,147

当中間期末残高 16,601 7,500 1,403 8,903 704 9,552 10,257

株主資本 評価・換算差額等

純資産合計
自己株式 株主資本合計

その他有価証券

評価差額金

土地再評価

差額金

評価・換算

差額等合計

当期首残高 △143 34,471 5,626 2,878 8,505 42,976

当中間期変動額

剰余金の配当 △608 △608

中間純利益 1,734 1,734

利益準備金の積立 ― ―

自己株式の取得 △1 △1 △1

土地再評価差額金の取崩 21 21

株主資本以外の項目の

当中間期変動額（純額）
△1,665 △21 △1,686 △1,686

当中間期変動額合計 △1 1,146 △1,665 △21 △1,686 △540

当中間期末残高 △144 35,617 3,961 2,857 6,819 42,436
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